




































２ 教育実習事前・事後指導科目「教育実践研究ⅡⅢ」の概略  
 本学では教育実習の事前・事後指導科目として「教育実践研究Ⅱ・Ⅲ2」（通年科目）を
置いている。免許状取得希望者は、4 年生の前期もしくは後期で教育実習を行うので、「教







































































































































































































































③C さんのレポートから（中学校英語）：生徒との向き合い方  






























④D さんのレポートから（中学校英語）：学習障害のある生徒への対応  
 母校の中学校で 3 週間の教育実習を行った。いくつか課題に直面したが、今回は「生徒
間のトラブル」を挙げる。  










































































































 さて、今回紹介したレポートは、2014 年度の履修生 41 名の中から 8 名のレポートを取
り上げた。このレポートは実習を前期に終えて後期に事後指導を行っていく際に、各自の
課題を把握するために課した「実習中に直面した課題とその対応」の一部である。8 名の
うち常勤・非常勤を含めて 3 名が中高の教員になっている。また 1 名は小学校課程の免許


































































































2 「教育実践研究Ⅱ」は中学校の教員免許状取得希望者が履修する科目で、単位数は 3 単
位である。「教育実践研究Ⅲ」は高校の免許状取得希望者で単位数は 2 単位である。学生
は希望する免許状によって、ⅡもしくはⅢのどちらかを履修する。また「教育実践研究Ⅰ」
は 3 年次に履修する教育実習の事前指導科目である。なお、平成 25 年度入学生より「教
育実践研究Ⅰ」は「教育実習指導」へ、「教育実践研究Ⅱ・Ⅲ」は「教育実習Ⅰ・Ⅱ」へと
科目名を変更する。  










4 とくに 2014 年度の授業では、グループで実習中に悩んだことをディスカッションさせ









付けさせるための必修科目として、本学では 2013 年度から授業を行っている。  
6 中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）」2006 年 7 月 11
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